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赤い羽根共同募金の配分を受けて作成しています
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緊急事態宣言を受けて活動を休止してい
た生きがい活動支援通所事業（通称サテラ
イト）が新しい生活様式を取り入れながら
６月１日より再開しました。
参加者は「久々にお互いの顔を見て安心

した」と活動の再開を喜んでいました。
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ク
）
で
あ
る
内
藤
い
づ
み
さ
ん
の
講
演
、
俳
優
の
近
藤
正
臣
さ
ん

と
の
特
別
対
談
は
、
「
生
と
死
」
「
最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
い
暮

ら
し
方
」
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

３
　
組
織
強
化

組
織
強
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
資
格
手
当
の
改

善
、
職
員
研
修
助
成
の
充
実
を
図
り
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
改
選
さ
れ
た
新
役
員
で
青
森
県
藤
崎
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
経
営
基
盤
強
化
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

複
雑
多
様
化
す
る
地
域
の
福
祉
課
題
を
見
落
と
す
こ
と
な
く
、

制
度
の
狭
間
に
あ
る
困
り
ご
と
を
包
括
的
に
受
け
止
め
解
決
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
　
包
括
的
な
支
援
体
制
の
強
化

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く
り

丸
ご
と
相
談
員
（
綾
織
、
土
淵
、
青
笹
地
区
セ
ン
タ
ー
配

置
）
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
（
小
友
、
附
馬
牛
、
上

郷
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
配
置
）
が
中
心
と
な
っ
て
地
域
住
民
と
共
に

地
域
福
祉
の
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

２
　
権
利
擁
護
の
推
進

７
月
１
日
に
開
所
し
た
「
釜
石
・
遠
野
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
遠
野
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
専
門
の
職
員
を
配
置
し
、
認
知
症
や
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
権

地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
支
え
合
い
な
が

ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
「
福
祉
で
と
お
の
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
各
種
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
の
で
、
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
と
生
産
人
口

の
減
少
、
加
え
て
介
護
保
険
事
業
の
低
迷
と
自
主
財
源
の
低
下
、

さ
ら
に
は
職
員
の
人
材
確
保
の
困
難
に
よ
り
経
営
改
善
す
る
う
え

で
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
た
な
時
代
に

対
応
し
た
地
域
福
祉
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
社
協
支
部
と
の
連
携
強
化

６
月
と
２
月
に
社
協
支
部
長
・
事
務
局
長
・
地
区
セ
ン
タ
ー
所

長
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
社
協
会
費
、
共
同
募
金
へ
の
協
力
と

そ
れ
を
財
源
と
し
た
活
動
費
助
成
等
を
活
用
し
、
各
町
の
社
協
支

部
が
中
心
と
な
り
地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

２
　
第
２
回
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
つ
ど
い
」
の
開
催

あ
え
り
あ
遠
野
を
会
場
に
福
祉
関
係
者
な
ど
市
民
約
310
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
山
梨
県
の
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
医
（
ふ
じ
内
科
ク
リ
ニ
ッ

利
を
守
る
た
め
の
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

３
　
災
害
支
援
と
防
災
へ
の
取
組

①
市
内
在
住
の
被
災
者
が
復
興
公
営
住
宅
等
に
落
ち
着
き
「
絆

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
閉
所
し
た
こ
と
か
ら
、
生
活
支
援
相

談
員
は
年
度
末
で
配
置
終
了
と
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
地
域
住

民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
見
守
り
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

②
大
規
模
災
害
等
に
県
内
社
協
が
連
携
し
て
支
援
す
る
た
め
の

協
定
を
結
び
、
台
風
19
号
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
釜
石
市
へ
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
の
た
め
に
職
員
派
遣

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
延
べ

45
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、
被
災
地
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
経
営
を
目
指
し
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
介
護
保
険
収
益
は
前
年
度
比
較
約
四
千
万
円
減
の
約
五

億
二
千
六
百
万
円
に
留
ま
り
ま
し
た
。
小
友
を
除
く
３
か
所
の
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ム
事
業
所
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
上
郷
の
減
収
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
所
の
運
営
形
態
を
早
急
に
見

直
し
、
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
口
腔
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

取
り
組
み
２
年
目
と
な
り
、
特
に
通
所
事
業
所
で
は
食
前
の
口

腔
体
操
、
食
後
の
歯
み
が
き
、
自
宅
で
の
ケ
ア
促
進
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
改
善
が
見
ら
れ
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
指

導
を
終
了
す
る
方
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

２
　
認
知
症
地
域
支
援
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
地

域
で
隣
組
単
位
の
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
、
ご
近
所
の
「
認
知
症
へ

の
理
解
」
と
「
見
守
り
の
　
“目
”
の
拡
充
」
を
図
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

基
本
方
針

「
福
祉
で
と
お
の
づ
く
り
」

Ⅱ
地
域
福
祉
事
業

Ⅲ
介
護
保
険
事
業

Ⅰ
法
人
運
営

こ
こ
で
は
、
概
要
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
閲
覧
く
だ
さ
い
。
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令和元年度決算
（事業活動計算書）

令和元年度は、収益額が710,656千円、費用合計が730,946千円で、当期活動増減差額は△20,290千円
となりました。
収益の主なものは、介護保険、補助金、受託金ですが、介護保険事業収益は525,993千円と前年度対比約

40,000千円減少しました。特にも在宅サービスを提供する通所介護の利用者の減少、また要介護者の介護度
の軽度化が重なり大幅な減収となりました。
費用については、人件費、事業費、事務費等を前年度対比21,201千円縮減したものの、介護保険事業の減

収分を補うことができませんでした。
安定的継続的に経営していくため、経営改善計画の策定に取り組みます。

氏名

佐々木　定　則

遠　藤　惠　悦

菅　原　伴　耕

海　老　糸　子

菊　池　　　寿

選任区分

地域住民

団体関係者

関係行政

令和２年度遠野市社会福祉協議会
役員、評議員就任のお知らせ

役職

理事

理事

理事

理事

理事

役員（理事）

【令和２年６月16日から令和３年定時評議

員会の終結のときまで】

評議員

【評議員選任・解任委員会選任決議日から

令和３年定時評議員会の終結のときまで】

評議員選任・解任委員会において、評議

員が選任されました。新たに2名の評議員が

選任されましたのでご報告します。

及川　清人（綾織支部長）

菊池　武夫（小友支部長）
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赤い羽根募金収入

1）一般募金収入

2）法人募金収入

歳末募金収入

収入合計

一般募金送付金

支出合計

繰越残金

事務費交付金収入

繰越金収入

利息収入

収入合計

本会への支出

事業費支出

支出合計

繰越残金

赤い羽根募金運動

歳末たすけあい運動

令和元年度に寄せられた募金は、令和元

年度の地域福祉活動や、ボランティア育成

費、社会福祉施設の整備費、不慮の災害に

よる救援費などに役立てられます。

寄せられた募金は市内のひとり暮らし高

齢者世帯や、介護を必要とする世帯、母

子・父子世帯等200件に激励金として配分

し、役立てられました。　

配分後の寄付金は、令和元年度の地域福

祉活動費として遠野市共同募金委員会を通

じて社会福祉協議会へ配分されました。

本部経理区分

（単位：円）

711,232

72,768

3

784,003

9,740

760,350

770,090

13,913

寄付金経理区分

（単位：円）

7,185,960

6,241,960

944,000

2,671,972

9,857,932

9,857,932

9,857,932

0

他県受入義援金収入

収入合計

本会への支出

支出合計

繰越残金

災害義援金経理区分

（単位：円）

307,615

307,615

307,615

307,615

0

令和元年度の遠野市共同募金委員会の決算は次のとおりとなります。

令和元年度決算報告

令和元年度事業報告
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釜石・遠野・大槌地域

市民後見人養成講座

受講者募集

認知症や知的障がい、精神障がいなどの理由により、

判断能力が十分でない方の財産管理や福祉サービスの利

用など、身近な住民が後見活動を担う『市民後見人』の

養成を行います。内容や詳しい日程等は遠野市社協ホー

ムページでご確認ください。

住民が抱える様々な相談に対し、解決への

アドバイスや専門機関及び関係機関への紹介

を行っています。また、遠野ひまわり基金法

律事務所の協力を得て、無料弁護士相談を実

施しています。

一人で悩まずにお気軽にご相談ください。

◇遠野地区：遠野市総合福祉センター相談室

☎62‐9260（開設時のみ）
日時：８月７日（金）、21日（金）、

９月４日（金）、18日（金）10時～16時

◇宮守地区：宮守総合支所相談室

☎67‐2833
日時：８月19日（水）、９月16日（水）

10時～15時

※一人30分から１時間以内となります。

◇宮守総合支所相談室

８月19日（水）10時～17時

◇遠野市総合福祉センター相談室

９月18日（金）10時～17時

【予約・問い合わせ】遠野市社会福祉協議会

地域福祉課　　　　☎62‐8459
宮守福祉センター　☎67‐2833

【期間】 ９月４日（金）～10月13日（火）全11回

【場所】 釜石情報交流センターPIT「多目的ホール」

（釜石市大町１丁目１ー１０）

【定員】 25名

〔対象者〕

①釜石市、遠野市、大槌町に居住する20歳以上の方

②原則としてすべての科目を受講できる見込みのある方

（やむを得ず欠席する方はビデオ視聴により単位認定予定）

【受 講 料 金】 無料（※使用テキストは配付します）

【申込締切日】 令和２年８月25日（火）

【申し込み・問い合わせ】

釜石・遠野地域成年後見センター

・遠野市在住の方　　　　　☎0198‐62‐8459
・釜石市・大槌町在住の方　☎0193‐27‐9910

地域福祉情報

お試し企画始動!!

上郷町買い物バスツアー
７
月
３
日
、
上
郷
町
で
、
買
い
物

バ
ス
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
上
郷
町
地
域
づ

く
り
連
絡
協
議
会
が
地
域
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
民
生
委
員
の

協
力
で
、
上
郷
町
内
の
買
い
物
弱

者
の
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
水
光
園
で
思
い
思
い
に

過
ご
し
た
後
、
と
ぴ
あ
で
は
、
普

段
持
ち
運
び
し
づ
ら
い
油
や
醤
油

と
い
っ
た
重
い
も
の
を
購
入
し
て

い
ま
し
た
。

７
月
は
試
行
期
間
と
し
て
毎
週
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
、
区
を
選

抜
し
て
輪
番
で
行
っ
て
い
ま
す
。

10：00～10：30

10：30～12：20

12：30

12：50～13：50

14：00～

自宅から水光園に移動

水光園着

食事や入浴の利用

水光園発

とぴあで買い物

とぴあ発、自宅へ

スケジュール【参考】

こういう機会がないとなかなか来

られない。お風呂に入ったことや

みんなで食事をできたこと、市内

という点が良かった。またあった

ら参加したい。

買い物に来ても、袋に詰めること

も運ぶことも大変なので助かる。

一気に買えないものを今回買えて

よかった。楽しかったので、また

よろしくお願いします。

【問い合わせ】

上郷町地域づくり連絡協議会（上郷地区センター内）　

☎65-2022　会長　山崎登
と

久
く

昭
てる

〔参加者の声〕
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テ
ー
マ
「
百
合
」

ま
た
は
「
夏
の
宵
」

◆
ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
様

【
物
品
寄
附
】
　
（
順
不
同
）

菊
　
池
　
ナ
ヲ
子
　
　
様
（
穀
　
　
町
）

菊
　
池
　
良
　
男
　
　
様
（
綾

織

町
）

菊
　
池
　
八
　
重
　
　
様
（
綾

織

町
）

石
　
関
　
尚
　
子
　
　
様
（
綾

織

町
）

松
　
田
　
厚
　
子
　
　
様
（
小

友

町
）

伊
勢
崎
　
セ
　
ツ
　
　
様
（
小

友

町
）

小
　
松
　
ア
　
キ
　
　
様
（
小

友

町
）

昆
　
野
　
八
百
子
　
　
様
（
小

友

町
）

奥
　
友
　
信
　
子
　
　
様
（
小

友

町
）

菊
　
池
　
ワ
　
キ
　
　
様
（
小

友

町
）

菊
　
池
　
ハ
　
ル
　
　
様
（
小

友

町
）

佐
　
藤
　
ま
つ
の
　
　
様
（
小

友

町
）

仙
　
内
　
　
　
章
　
　
様
（
小

友

町
）

小
　
松
　
利
　
美
　
　
様
（
小

友

町
）

菊
　
池
　
彦
　
安
　
　
様
（
小

友

町
）

新
　
田
　
朝
　
夫
　
　
様
（
附
馬
牛
町
）

小
笠
原
　
良
　
子
　
　
様
（
松

崎

町
）

新
　
田
　
勝
　
子
　
　
様
（
松

崎

町
）

菊
　
池
　
兵
　
吉
　
　
様
（
松

崎

町
）

佐
々
木
　
悦
　
子
　
　
様
（
松

崎

町
）

田
　
中
　
力
　
男
　
　
様
（
土

淵

町
）

阿
　
部
　
　
　
實
　
　
様
（
土

淵

町
）

奥
　
寺
　
　
　
博
　
　
様
（
青

笹

町
）

多
　
田
　
月
　
子
　
　
様
（
青

笹

町
）

石
　
田
　
セ
ツ
子
　
　
様
（
上

郷

町
）

佐
　
藤
　
コ
ヨ
ノ
　
　
様
（
上

郷

町
）

佐
々
木
　
リ
キ
子
　
　
様
（
上

郷

町
）

堀
　
切
　
守
　
子
　
　
様
（
上

郷

町
）

金
　
濱
　
剛
　
三
　
　
様
（
上

郷

町
）

菊
　
池
　
キ
　
ミ
　
　
様
（
宮

守

町
）

菊
　
池
　
タ
ツ
ミ
　
　
様
（
宮

守

町
）

遊
　
田
　
栄
　
子
　
　
様
（
宮

守

町
）

平
　
賀
　
敬
　
子
　
　
様
（
宮

守

町
）

菊
　
池
　
テ
　
ル
　
　
様
（
宮

守

町
）

山
　
蔭
　
レ
フ
子
　
　
様
（
宮

守

町
）

◆
ご
協
力
を
頂
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
小
友
】

菊
　
池
　
　
　
憲
　
　
様
（
草
刈
り
）

菊
　
池
　
康
　
夫
　
　
様
（
草
刈
り
）

【
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
上
郷
】

ハ
ー
ト
の
会
　
　
　
　
様（

草
取
り
、
花
植
え
）

更
生
保
護
女
性
の
会
　
様（

草
取
り
、
花
植
え
）

佐
々
木
　
健
　
悦
　
　
様

（
除
草
剤
散
布
、
植
木
剪
定
）

田
　
代
　
栄
　
一
　
　
様

（
草
取
り
、
除
草
剤
散
布
）

―

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

―

皆
様
の
善
意
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

〒
0
2
8
-0
5
4
1
　
遠
野
市
松
崎
町
白
岩
字
薬
研
淵
1
-3

遠
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

T
E
L
：
0
1
9
8
-6
2
-8
4
5
9
　
F
A
X
：
0
1
9
8
-6
2
-9
3
1
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
: h
ttp://w

w
w
.ton
o-sh
ak
y
o.jp

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

『
百
合
』

黄
昏
に
独
り
占
め
す
る
透
か
し
百
合
　
　
　
（
大

工

町
）
　
太
　
田
　
清
　
子

匂
い
立
つ
助
け
た
山
百
合
癒
さ
れ
て
　
　
　
（
小

友

町
）
　
菊
　
池
　
昭
　
夫

山
百
合
や
田
の
草
刈
し
豊
作
に
　
　
　
　
　
（
附
馬
牛
町
）
　
新
　
田
　
重
　
助

百
合
の
香
や
白
露
き
ら
の
柿
若
葉
　
　
　
　
（
附
馬
牛
町
）
　
藤
　
田
　
京
　
子

茅
葺
の
空
を
見
上
げ
て
赤
き
百
合
　
　
　
　
（
松

崎

町
）
　
鈴
　
木
　
行
　
雄

風
に
揺
れ
山
百
合
の
花
赤
く
萌
ゆ
　
　
　
　
（
青

笹

町
）
　
菊
　
池
　
一
　
夫

古
里
を
思
い
だ
さ
せ
る
百
合
の
花
　
　
　
　
（
青

笹

町
）
　
菊
　
池
　
松
　
美

白
百
合
は
優
し
く
強
き
友
に
似
て
　
　
　
　
（
青

笹

町
）
　
櫻
　
井
　
長
　
子

『
夏
の
宵
』

風
呂
上
り
浴
衣
姿
で
夕
涼
み
　
　
　
　
　
　
（
中
央
通
り
）
　
新
　
田
　
マ
　
サ

漁
火
も
消
え
て
令
和
の
夏
の
宵
　
　
　
　
　
（
鶯

崎

町
）
　
松
　
木
　
　
　
忠

に
ぎ
や
か
に
サ
ロ
ン
で
包
む
夏
の
宵
　
　
　
（
小

友

町
）
　
唯
　
是
　
栄
　
子

夏
の
宵
線
香
花
火
孫
囲
み
　
　
　
　
　
　
　
（
附
馬
牛
町
）
　
坪
　
井
　
愛
　
子

初
夏
の
宵
ホ
タ
ル
と
ぶ
か
と
視
る
川
辺
　
　
（
附
馬
牛
町
）
　
藤
　
田
　
安
　
治

夏
の
宵
夕
暮
れ
時
の
散
歩
道
　
　
　
　
　
　
（
松

崎

町
）
　
鳥
屋
部
　
近
　
子

炎
天
の
暮
れ
て
涼
風
夏
の
宵
　
　
　
　
　
　
（
松

崎

町
）
　
渡
　
辺
　
セ
ツ
子

ホ
タ
ル
も
コ
ロ
ナ
用
心
ラ
イ
ト
消
す
　
　
　
（
土

淵

町
）
　
大
　
洞
　
正
　
男

真
夏
日
で
今
宵
楽
し
む
ホ
タ
ル
か
な
　
　
　
（
土

淵

町
）
　
澤
　
里
　
　
　
勇

夏
の
宵
部
分
日
食
酒
祝
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土

淵

町
）
　
前
田
谷
　
勝
　
子

曲
り
家
の
土
間
の
涼
し
き
夏
の
宵
　
　
　
　
（
青

笹

町
）
　
菊
　
池
　
昌
　
子

◆
「
奥
の
細
道
」
俳
句
・
川
柳
募
集

題
材
「
露
（
つ
ゆ
）
」
ま
た
は
「
蟋
蟀
（
こ
お
ろ
ぎ
）
」
（
自
信
作
を
一
句
）

８
月
31
日
必
着
。
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◆
投
句
先
　
遠
野
市
松
崎
町
白
岩
字
薬
研
淵
１
‐
３

遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
「
奥
の
細
道
」
係

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
氏
名
の
記
載
が
な
い
も
の
や
題
材
が
違
う
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
予
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

～ホームページリニューアルのお知らせ～

この度、遠野市社協ホームページを全面リニューアル致しました。
今回のリニューアルでは、ご利用いただく皆様により見やすく、分か
りやすく情報をお伝えできるホームページとなるよう改善致しまし

た。また、これまでパソコン専用のホームぺー
ジとなっておりましたが、時代を考慮しスマホ
などのモバイルにも対応致しました。
これまで以上に使いやすいサイトを目指し、

内容の充実を図って参りますので、今後とも何
卒よろしくお願い申し上げます。

と
お
の
社
協
　
福
祉
だ
よ
り
　
第
8
5
号
　
令
和
２
年
７
月
1
6
日
発
行
　
　
編
集
・
発
行
社
会
福
祉
法
人
　
遠
野
市
社
会
福
祉
協
議
会


